
人と環境にやさしいトランジットモデル都市をめざして RACDA

2008/
総会0吉備線沿線を会場にLRT講演会を開催

■ 5月 24日 、吉備線沿線の一宮公民館で」R吉備

線の LRT化 の理解を深めるフォーラムが開かれ

ました。本年度の RACDA総会の関連行事として企画

したもので、総会はフォーラムに先立って同じ会場

で行ないました。

■―宮での開催は吉備線沿線に住む、地元の方にぜ

ひ足を運んでもらい、詳 しい情報を知ってもらおう

という思いからの発案です。広報が手薄で、当日は

恐れていた雨であつたにもかかわらず、多くの方の

参加をいただくことができました。

「岡山発 :吉備線 LRT化 から見るこれからの地

域交通」と題し、交通評論家の川島令三さん、交通

政策が専門の亜細亜大学講師・佐藤信之さん、吉備

線沿線で LRT化 を要望する運動の中心的存在の

小早川 寛さんの講演をメインに実現に向けて検

討が進む吉備線の LRT化 について盛 り沢山の情

報が紹介されました。

■交 通 政 策論

を専 門 とす る

佐藤 さんか ら

は、維持費のか

か る鉄 道 を安

定 して経 営 す

るために考案

され、各地で採

用されつつある「上下分離手法」の様々な形態の話

がありました。吉備線にも大きく関係 します。

■また、鉄道関係の著書を多数もつ川島さんからは

技術や運行ダイヤを中心に説明がありました。中で

も、注目するのは「今のままの単線でも、電車の加

速性能を上げると7分

30秒 ごとの運転も可

能」、「今、開発中の架線

がいらない蓄電池電車

を吉備線 LR丁 化に導

入すれば設備投資も少

なくすることができる」

という見解でした。単線で、架線や変電所がいらな

いとなれば、事業費を小さくすることができ、また

実現に大きく近づきます。

■最初の新聞報道があつた 2003年 当初から吉

備線 LRT化 に関心を持ち続けていた地元 口西幸川

の小早川さんは昨年、今年と続いた沿線での署名活

動がどのような経過ではじまり、2万 を超える署名

が集まる大きな動きにつなげていつたか、そして関

係機関への提出を経て、行政当局にも検討のための

予算がついたこ

となど、これま

で引つ張つてき

た署名活動を振

り返りました。

当初、話題にし

てもなかなか理

解してもらえな

かつた活動を「辛

いけど楽しかつた」と表現されました。まだまだ実

現まで活動は続きます。もう、次の動きに向かって

いることと思います。

■RACDAでは吉備線 LRT化 に関するこのような講

演・集会を今後も沿線各地で行なつていきます。
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圏時:2008年 6月 お圏 (翻麟懸)午輔1参輔織午後4時
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特製 缶パッチ型路面電車一日乗車券 (300円 )を

使つて、街探検. うれしいプレゼントも

主催 :RACDA(路面電車と都市の未来を考える会)丁e::086-232-5502
※天候により、内容を縮小することもあります。   共催 :岡山電気軌道(株)後援 :岡 山市


